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TRMM 　PR ブライ トバ ン ド高度の 同化実験

＊
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1 は じめに

　 AFES −LETKF デー
タ同化 シ ス テ ム 2 （Enomoto

et　aL 　2013）を用 い て，　 TRMM 　PR 　2A23 （Awaka

et 　aL 　2009）の ブライ トバ ン ド高度を追加 した 同化

を行 い ，その イ ン パ ク トを調 べ た 。 ブラ イ トバ ン ド

は，層雲か らの 降水か ら得 られ る強 い エ コ ーで あ

る 。 融解層にお い て強い 反射が生 じるの は，氷粒子

の 表面の みが融解 し， 見か け の粒径が 大 きく観測 さ

れ るた め （深尾 ・浜津 ，
2009）だ と考え られ て い る 。

ブラ イ トバ ン ド高度は ，0°C 高度 とよ く相関す る 。

NCEP ／NCAR 再解析 を用い た研究 （Harris　 et 　al ．

2000）で は
，

の 0°C 高度 との 数百 m ドに ある こ と

が示 され て い る。 ブライ トバ ン ド高度は，衛星デー

タで は ある が 直接観測で あ り，放射伝達 モ デ ル を用

い ず に容易に 同化で きる 。 また
， 降水域か つ 対流 圏

下層の デ
ー

タ で あ るた め ， 他の観測 を補完す る性質

を持 つ 。そこ で ，本研究で は ブライ トバ ン ド高度を

0℃ の 気温デー
タ と見な して同化実験 を行 う。

2ALERA2 の 0° C 高度と の 比較

　 2009年 9 月か ら 2010 年 8 月の 1 年分 に つ

い て ， ALERA2 （AFES −LETKF 実験的再解析 2
，

Eno 皿 oto 　et 　al ．2013）の 0℃ とブライ トバ ン ド高

度 とを比較 した。ブ ライ トバ ン ド高度が 上 とな る

負値 と 1000m 以 hの 差の あるデータ を取り除くと，

年間 を通 じた 0°C とブラ イ トバ ン ド高度 との 差 は

平均値 361m ， 中央値 354　m
， 最頻値 299　m で あっ

た 。 そ の た め，差 の 確率密度分布は左の裾がやや長

い 分布 とな っ て い る。月毎に み る と 323〜397m と

幅が あるが
， 単純な季節変動は 認め られ なか っ た 。

次の 同化実験で は，年間平均値 361m を用 い た 。

3 同化実験

　 2010 年 1 月 3 日 OUTC 〜 31 日 OUTC まで の

約 1か 月間 （28 日間）を対象 と して ，ALERA2 を

参照デー
タ とす る観測シ ス テ ム 実験を行 っ た。追

力llす るブライ トバ ン ド高度 は
， その 高度に お ける

273，15K ，誤差 0，5　K の 気温デー
タ と見なした。モ

デ ル の 解像度に 対 して 観測数が 多い た め ，半径 O．5

　参照デー
タ と比較 して

，
40S〜 20N で東西平均 0° C

高度を 20m 程度上昇 させ るよ うな効果が 見 られた

（図 1）。 対流 圏巾下層で 解析 ア ン サ ン ブル ・ス プ

レ ッ ド，ERA −lnterimとの 差が減少 し，精度の 向上

が示唆 された。気温 の 解析イ ン クリメ ン トは，熱帯

対流圏中 ド層で 増加，それ以外で 減少 し，ブライ ト

バ ン ド高度を同化 して予報が改善 した こ とが示され

た。以上か ら， ブライ トバ ン ド高度 は解忻を改善す

る効果が ある と考えられる。

4 おわ りに

　 ALERA2 に は，衛星の 放射輝度が 同化 され て い

な い た め
， 海洋上 で の ブラ イ トバ ン ド高度の イ ン

パ ク トは 過大 に 評価 され て い る可能性が ある。従 っ

て
， 本研究の結論は感度解析や他の シ ス テ ム に よ る

検証が 必要で ある c
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 1：　 2010年 1月 5 日6UTC 〜2010 年 1 月 31 日 0
度以内の データを距離加重平均 した超観測 （super 　 UTC の 時間東西平均された，0℃ 高度 （Zo）の 差
observation ） を作成 し，同化に 用 い た ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （実験 一ALERA2 ）の 緯度分布 。
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